
必要な離隔距離（設置スペース）

  各機器には、機能、性能を確保するために、下記のスペースが必要です。

①パワーコンディショナ（屋外設置）
 本機器の周辺に前面：400mm、左側面：300mm（400mm推奨）、右側面：300mm（400mm推奨）、
 上面：300mm、下面：700mm以上のスペースの確保が必要です。（下図参照）

■設置スペース図 ■パワーコンディショナ　サイズ

■壁取付金具

               蓄電システムの設置条件        対象機種：ESS-T3シリーズ

【設置】製品質量に耐えられる強固な垂直壁面に固定してください。

①梁間が260mm程度で梁を利用して取り付けられる場合

②柱間が455mmで柱を利用して取り付けられる場合

③柱間が455mm以上でこれらの柱を利用して取付金具を取り付けられる場合

（オプション品のパワコン取付ボードを用意して910mmピッチの柱に固定）

※上記スペースが確保されていない場合、アフターサービスを実施できないことがございます。
高所設置の場合、アフターサービスに時間がかかる場合があります。

（左） （右）（上） （前） （後）

（下）



②蓄電池ユニット有りの場合

 本機器の周辺に前面：630mm※、左側面：30mm、右側面：30mm、上面80mm以上のスペースを確保する。（下図参照）

■設置スペース図

③増設蓄電池ユニットを設置する場合
　【左右増設】　 　【前後増設】　

〜1000mmの範囲

※上記スペースが確保されていない場合
 アフターサービスを実施できないことがございます。

■屋内設置
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630mm以上※

上から見た図 左右どちらにも増設可能

床

増設
蓄電池ユニット 蓄電池ユニット壁

（既設）

（追加）

630mm以上※

例）下図は、後から増設蓄電池ユニットを追加設置した場合です。

「蓄電池ユニット」「増設蓄電池ユニット」は外観としては、同じ

ですが 「蓄電池ユニット」はブレーカが装着されています。
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④蓄電池ユニット有りの場合

 簡易基礎の設置が前提となります。
  ・屋外用ケース底面を簡易基礎に固定し、ベースプレートを屋外用ケース底面の上に固定してください。
  ・蓄電池ユニットの筐体をベースプレートの上に固定する。

 屋外用ケースの周辺に前面：370mm、左側面：500mm、右側面：500mm、上面50mm、背面122mm以上のスペースを確保する。（下図参照）

　■設置スペース図

⑤増設蓄電池ユニット（屋外ケース）を設置する場合

　【左右増設】　 　【前後増設】　

筐体間をPF管で接続する。 前後増設はできません

※上記スペースが確保されていない場合、アフターサービスを実施できない
 ことがございます。

■屋外設置

140mm以上～950mm以下（PF使用にて）

壁
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⑥V2Hスタンド（屋外設置）

　本機の周辺に前面：450mm、左側面:300mm、右側面：500mm、上面：200mm、背面50mm以上のスペースを確保する。

 ■設置スペース図

※上記スペースが確保されていない場合
アフターサービスを実施できないことがございます。



⑦V2Hポッド（屋外設置）

　　Ａ：壁掛け設置する場合

　　　　本機器の周辺に前面：200mm、左側面：400mm、右側面：400mm、上面：200mm、下面900mm以上のスペースを確保する。（下図参照）

　■設置スペース図

※上記スペースが確保されていない場合,アフターサービスを実施できないことがございます。

（左） （右）
（上）

横からみた図正面からみた図



　　B：既設のポール等に設置する場合

   本機器の周辺に前面：200mm、左側面：300mm、右側面：300mm、上面：200mm、下面900mm、
    既設のポール・柱側面にフックを設置する場合は背面200mm以上のスペースを確保する。（下図参照）

  ■設置スペース図

　　C：専用のポールに設置（地面（土間コンクリート）に設置）する場合

　　　 本機器の周辺に前面：200mm、左側面：300mm、右側面：300mm、上面：800mm※（※次頁記載、組立作業スペース）、

　　　 背面200mm以上のスペースを確保する。(下図参照）

　　■設置スペース図

※上記スペースが確保されていない場合,アフターサービスを実施できないことがございます。

横からみた図正面からみた図



　　D：専用のポールに設置（地中基礎に設置）する場合

  ①本機器の周辺に前面：200mm、左側面：300mm、右側面：300mm、上面：800mm※、背面200mm以上のスペースを確保する。(下図参照）

　　■設置スペース図



■塩害の影響による設置可否について

詳細エリアに関しては、ホームページを参照ください。 https://www.nichicon.co.jp/products/ess/qa_juengai.html
※上記条件を満たさない場所への設置による不具合は保証の免責となります。また、被害の程度によってはアフターサービス
 を実施できないことがございます。



■その他設置に関する注意事項

□車両と接触するおそれや排ガスが直接あたるところ



■日射の影響による設置可否について


